
No 区分a 区分b JIS規格
番号等

JIS規格原案等の
名称

JIS規格原案等の
英文名称

JIS規格原案等の適用範囲 規定項目又は改正点 制定・改正に
伴う廃止JIS

対応する国際規格番号
及び名称

1 JIS 制定 工作機械試験方法通則－第
12 部：工作精度試験

Test code for
machine tools －
Part 12:Accuracy of
finished test pieces

この規格は，高精度な工作物を加工するための工作精度試験方法，並
びに直進軸及び回転軸の準静的な幾何誤差の影響及び同時制御され
る複数の軸の同期誤差の影響を評価するための工作精度試験方法に
ついて規定する。

主な規定項目は，次のとおり。
・適用範囲
・引用規格
・用語及び定義
・一般事項
・単一加工形体の工作精度評価試験
・複数加工形体の工作精度評価試験
・その他特定の工作精度試験
・測定の不確かさ

ISO 230-12:2022，Test code for machine
tools － Part 12:Accuracy of finished test
pieces(IDT)

一般社団法人
日本工作機械
工業会

一般財団法人
日本規格協会

2 JIS 制定 超電導－第22‐1部：超電導
電子素子 － センサー及び
検出器の汎用仕様

Superconductivity -
Part 22-1:
Superconducting
electronic devices -
Generic specification
for sensors and
detectors

この規格は，種々の型式の超電導センサー及び超電導検出器の仕様
に関する一般事項について規定する。

主な規定項目は，次のとおり。
・適用範囲
・引用規格
・用語及び定義
・記号
・用語及び分類
・極低温動作条件
・標識
・試験及び測定手順
・附属書C（規定）機器や図面に使用するための図式記号

IEC 61788-22-1:2017，Superconductivity -
Part 22-1: Superconducting electronic
devices - Generic specification for sensors
and detectors(MOD)

一般社団法人
日本電線工業
会

一般財団法人
日本規格協会

3 JIS 改正 B2290 真空技術―非ナイフエッジフ
ランジの形状及び寸法

Vacuum technology -
- Dimensions of non-
knife edge flanges

この規格は，次の組み合わせのフランジに互換性を持たせるため，真
空技術に使用する非ナイフエッジフランジ及びカラーの寸法を規定し，
ボルト締めフランジ，クランプ締めフランジ及び回転フランジに適用す
る。

主な改正点は，次のとおり。
・規格名称を「真空装置用フランジ」から「真空技術―非ナイフエッジフランジの形状及び寸
法」に変更する。
・適用範囲を規格名称に合わせて変更する。
・引用規格の追記する。
・用語及び定義を追記する。
・シール線荷重の記載を，対応国際規格に合わせて附属書A（規定）に移動する。
・附属書（参考）として， 保守用フランジを追加する。

ISO 1609:2020, Vacuum technology -
Dimensions of non-knife edge flanges(IDT)

公益社団法人
日本表面真空
学会

一般財団法人
日本規格協会

4 JIS 改正 B7281 眼鏡光学－眼鏡フレーム－
寸法測定方式及び用語

Opthamic optics-
Spectacle frames-
Measuring system
and vocabulary

この規格は，眼鏡フレームの寸法測定方式及び用語について規定し，
対称的に設計される眼鏡フレームに適用する。

主な改正点は，次のとおり。
・寸法測定方式において，市場の実態に合わせて，眼鏡フレームの左右のリム（左右のレン
ズをはめ込むためのフレーム部品）に角度がある場合のフレームサイズ（玉形幅，玉形高
さ，レンズ間距離）の測定方法を追加する。
・寸法測定方法に関する用語において，“有効直径”，“テンプル長さ”，“テンプル傾斜角”な
どの用語の定義をより明確な定義となるよう改める。

ISO 8624:2020，Ophthalmic optics -
Spectacle frames - Measuring system and
vocabulary(MOD)

福井県眼鏡工
業組合

一般財団法人
日本規格協会

5 JIS 改正 B8365 真空技術 ― 真空装置用クラ
ンプ形継手の形状及び寸法

Vacuum technology
— Dimensions of
clamped-type quick-
release couplings

この規格は，真空装置の管，ポンプ，バルブなどを連結するために用い
るクランプ形継手の形状及び寸法について規定し，原則として管 及び
容器内が真空状態にある場合に適用する。

主な改正点は，次のとおり。
・引用規格を追加する。
・用語及び定義を追加する。
・記号及び略語を追加する。
・要求事項を追加する。
・要求事項に呼び径50の継手を追加する。
・要求事項にOリングの寸法許容差の記載を削除する。

ISO 2861:2020, Vacuum technology -
Dimensions of clamped-type quick-release
couplings(IDT)

公益社団法人
日本表面真空
学会

一般財団法人
日本規格協会

6 JIS 改正 B8830 クレーン－風荷重の評価 Cranes－Wind load
assessment

この規格は，JIS B 0146規格群に規定する全てのクレーンの風荷重の
評価方法を規定する。

主な改正点は，次のとおり。
・クレーン等各構造規格に基づく現行規格の風荷重評価方法に加えて，ISO 4302:2016に基
づく風荷重評価方法を併記する。
・ISO 4302:2016に基づく風荷重評価方法で停止時の速度圧の算定に用いる国内の地域別
基準風速のデータを追加する。
・適用範囲に，この規格は，JIS B 8831（クレーン―荷重及び荷重の組合わせに関する設計
原則）及びJIS B 8833-1（クレーン―荷重及び荷重の組合わせに関する設計原則―第1部:
一般原則）で規定されている荷重と荷重との組合わせに含まれ，かつ，JIS B 8821（クレーン
―鋼構造部分の計算基準）及びJIS B 8829（クレーン―鋼構造部分の性能照査）の性能照
査を実施するための風荷重を計算する方法を規定しているものであると，他の関連規格との
関係を明記し，整合を図る。

ISO 4302:2016，Cranes－Wind load
assessment(MOD)

一般社団法人
日本クレーン協
会

一般財団法人
日本規格協会

7 JIS 改正 C4304 配電用6kV油入変圧器 6 kV Oil-immersed
distribution
transformers

この規格は，一般の受配電の目的に用いる特定エネルギー消費機器に
対応した，配電用6 kV油入変圧器（以下，変圧器という。）について規定
する。

主な改正点は，次のとおり。
・性能（箇条7）2023年度告示予定の「変圧器のエネルギー消費性能の向上に関するエネル
ギー消費機器等製造事業者等の判断の基準等」（トップランナー変圧器　第3次判断基準）に
あわせ，エネルギー消費効率(全損失)の規定値を改定する。
・試験（箇条9）JEC2200で行っていた試験を取りこみ，また不要・無駄な試験を削除し，試験
内容を再編する。

IEC 60076-1:2011，Power transformers－
Part 1: General
IEC 60076-2:2011，Power transformers－
Part 2: Temperature rise for liquid-
immersed transformers
IEC 60076-3:2013，Power transformers－
Part 3: Insulation levels， dielectric tests
and external clearances in air
IEC 60076-4:2002，Power transformers－
Part 4: Guide to the lightning impulse and
switching impulse testing－Power
transformers and reactors
IEC 60076-5:2006，Power transformers－
Part 5: Ability to withstand short circuit
IEC 60076-10:2016，Power transformers－
Part 10: Determination of sound levels
IEC/TR 60616:1978，Terminal and tapping
markings for power transformers(MOD)

一般社団法人
日本電機工業
会

一般財団法人
日本規格協会

原案作成者

JIS原案等パブリックコメント実施リスト

注記

1: 意見及び異議受付期間は，令和6年2月1日～令和6年3月1日

2: 区分aは，JIS規格原案又はTS原案若しくはTR原案の別を記載

3: 区分bは，制定，改正の別を記載

4: 対応国際規格は，対応国際規格が判明している場合に記載
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8 JIS 改正 C4306 配電用6kVモールド変圧器 6 kV Encapsulated-
winding distribution
transformers

この規格は，一般の受配電の目的に用いる特定エネルギー消費機器に
対応した，屋内用自冷式の配電用6 kVモールド変圧器（以下，変圧器と
いう。）について規定する。

主な改正点は，次のとおり。
・性能（箇条7）2023年度告示予定の「変圧器のエネルギー消費性能の向上に関するエネル
ギー消費機器等製造事業者等の判断の基準等」（トップランナー変圧器　第3次判断基準）に
あわせ，エネルギー消費効率(全損失)の規定値を改定する。
・試験（箇条9）JEC2200で行っていた試験を取りこみ，また不要・無駄な試験を削除し，試験
内容を再編する。

IEC 60076-1:2011，Power transformers－
Part 1: General
IEC 60076-2:2011，Power transformers－
Part 2: Temperature rise for liquid-
immersed transformers
IEC 60076-3:2013，Power transformers－
Part 3: Insulation levels, dielectric tests
and external clearances in air
IEC 60076-4:2002，Power transformers－
Part 4: Guide to the lightning impulse and
switching impulse testing - Power
transformers and reactors
IEC 60076-5:2006，Power transformers－
Part 5: Ability to withstand short circuit
IEC 60076-10:2016，Power transformers－
Part 10: Determination of sound levels
IEC 60076-11:2018，Power transformers－
Part 11: Dry-type transformers
IEC/TR 60616:1978，Terminal and tapping
markings for power transformers(MOD)

一般社団法人
日本電機工業
会

一般財団法人
日本規格協会

9 JIS 改正 C9300-7 アーク溶接装置－第7部：トー
チ

Arc welding
equipment-Part 7:
Torches

この規格は，アーク溶接及びその関連プロセスのために用いるトーチ
の，性能要求事項及び安全要求事項について規定する。

主な改正点は，次のとおり。
・アーク起動及びアーク安定化電圧を印加するトーチの試験を型式検査に追加する。
・電撃の防護において，アーク起動及びアーク安定化電圧を印加するトーチへの絶縁耐力に
対する要求を明確化するために，その要求事項を規定集約する。また，他の絶縁された回路
及び外部部品のリスクアセスメントを実施することを規定に追加する。
・温度試験において，試験に用いる金属管の冷却方式に空冷方式を追加する。
・ヒューム吸引トーチの性能把握の容易化のために，ISO 21904-3による捕集効率を取扱説
明書に記載することを規定に追加する。

IEC 60974-7:2019，Arc welding equipment
－Part 7:Torches(MOD)

一般社団法人
日本溶接協会

一般財団法人
日本規格協会

10 JIS 改正 K6348 ガス用ゴム管 Rubber tubes for gas この規格は，圧力3.3 kPa以下の都市ガスのガス栓と燃焼機器との間，
並びに液化石油ガスのガス調整器又はガス栓と燃焼機器との間を連結
するガス用ゴム管（以下，ゴム管という。）について規定する。

主な改正点は，次のとおり。
・浸せき試験の耐石けん液性 に用いる浸せき液を質量分率2 %ラウリル酸ナトリウムから質
量分率2 %ラウリン酸ナトリウムに変更する。
・低温柔軟性については，より実態に即した低温曲げ試験だけとし，低温ねじり試験を削除
する。

一般社団法人
日本ゴム工業会

一般財団法人
日本規格協会

11 JIS 改正 K6351 ガス用強化ゴムホース，継手
及びホースアセンブリ

Wire reinforced
rubber hoses,fittings
and hose assemblies
for gas

この規格は，圧力3.3 kPa以下の都市ガス及び液化石油ガスのガス栓と
ガス燃焼機器との間を連結する呼び径が9.5(10)以上のガス用強化ゴム
ホース（以下，ホースという。），ホースアセンブリ及びこれらに用いる継
手について規定する。

主な改正点は，次のとおり。
・ガスケットの性能は引用規格に引用されている規格の改正によって実態とそぐわなくなった
ため，引用規格を削除する。
・耐切断試験に用いるカッタナイフの刃先角度の規定を廃止する。
・規格名称と規格内容とを整合させるために規格名称を“ガス用強化ゴムホース及びホース
アセンブリ”から“ガス用強化ゴムホース，継手及びホースアセンブリ”に修正する。

一般社団法人
日本ゴム工業会

一般財団法人
日本規格協会

12 JIS 改正 L1059-1 繊維製品の防しわ性試験方
法―第１部：水平折り畳みじ
わの回復性の測定（モンサン
ト法）

Testing methods for
crease recovery of
textiles --
 Part 1:
Determination of the
recovery from
creasing of a
horizontally folded
specimen by
measuring the angle
of recovery

この規格は，繊維製品のしわに対する生地の回復性能をモンサント法
によって評価する試験方法について規定する。

主な改正点は，次のとおり。
・試験片の数は，6.3で20枚以上と規定しているが，A法及びB法の試験手順では20枚以上の
試験片の試験種類別の数量が不明確なため，採取する試験片数量を20枚とし，試験種類別
の数量を確定させる。
・B法の試験手順で分度器の垂線に合わせるとの記載があるが，図には分度器が書かれて
いないため，修正する。
・しわ回復角の測定で測定時に試験片がしなやかで測定不能なケースがあるが，その場合
の試験結果への反映方法を規定する。
・対応ISO規格では試験結果はしわ回復角と規定されていたことから，JISでは防しわ率（％）
としわ回復角の二つが規定されている。しかし，試験報告書には防しわ率だけとなっており，
　防しわ率に統一する。
・水平折り畳みじわの回復性の測定である針金法は，使用実績がないため，削除する。

ISO 2313-1:2021，Textile－Determination
of the recovery from creasing of a
horizontally folded specimen by measuring
the angle of recovery－Part 1: Method of
the horizontally folded specimen(MOD)

一般社団法人
繊維評価技術
協議会

一般財団法人
日本規格協会

13 JIS 改正 L1059-2 繊維製品の防しわ性試験方
法-第2部：しわ付け後の外観
評価（リンクル法）

Testing methods for
crease recovery of
textiles --
Part2:Evaluation of
the wrinkle recovery
of fabrics－
Appearance method

この規格は，しわ付けされた後の生地の外観を評価する方法について
規定する。

主な改正点は，次のとおり。
・リンクル形しわ試験機の一例の図の表記をSIにする。
・立体レプリカの判定用標準物は，JIS L 1096の規定を引用し，規定する。
・観察装置の一例において，観察板の表面照度及び光源に現行の蛍光ランプに加えてLED
照明の使用を規定する。
・試験片の調整は，JIS L 0105の5.3.1（試料又は試験片の標準状態）とする。
・サンレイ法によるしわ回復性測定方法を削除する。

ISO 9867:2022，Textiles -- Evaluation of
the wrinkle recovery of fabrics --
Appearance method(MOD)

一般社団法人
繊維評価技術
協議会

一般財団法人
日本規格協会

14 JIS 改正 L1092 繊維製品の防水性試験方法 Testing methods for
water resistance of
textiles

この規格は，繊維製品の耐水性，はっ水性，漏水性などの防水性の試
験方法について規定する。

主な改正点は，次のとおり。
・試験の種類では，A法（低水圧法）は“防水帆布，テント用布，靴用布及び防水加工したもの
に適用する。”とし，B 法（高水圧法）は“通常10 kPa以上の水圧に耐えるものに適用する。”
としているが，現状の試験の利用実態に併せて規定を修正する。
・A法及びB法の試験方法の操作では，“試験片の裏側に3か所から水が出たときの水位を
記録する。”としているが，1か所又は2か所からしか出水しない場合の水位の処理方法を追
記する。
・B法の試験装置として，JIS K 6404-3の防水試験で規定している水圧が500kPa以下の場合
の試験用の手動装置と同様のものを規定しているが，繊維分野では現在自動測定装置が
使用されていため，装置図ではなく，機構を表わす概略図に修正する。
・附属書参考の防水性試験方法，防水加工剤の部属判定方法並びに本体及び附属書JAの
補足事項を削除する。

ISO 811:2018，Textiles -- Determination of
resistance to water penetration --
Hydrostatic pressure test
ISO 4920:2012，Textiles fabrics－
Determination of resistance to surface
wetting (spray test)
ISO 9865:1991，Textiles－Determination of
water repellency of fabrics by the
Bundesmann rain-shower test(MOD)

一般社団法人
繊維評価技術
協議会

一般財団法人
日本規格協会

15 JIS 改正 M8266 クロム鉱石－アルミニウム定
量方法

Chromium ores-
Method for
determination of
aluminium content

この規格は，クロム鉱石中のアルミニウム定量方法について規定する。 主な改正点は，次のとおり。
・定量方法において，高感度で迅速に分析が可能な方法を採用するため，現在の定量方法
に加え，新たな種類として，酸分解ICP発光分光分析法及びアルカリ融解ICP発光分光分析
法を追加する。
・定量方法の手順において，新たな定量方法として追加する，酸分解ICP発光分光分析法の
定量方法及びアルカリ融解ICP発光分光分析法の手順について追加する。

ISO 8889:1988，Chromium ores and
concentrates －Determination of
aluminium content － Complexometric
method(MOD)

日本フェロアロ
イ協会

一般財団法人
日本規格協会
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16 JIS 改正 T8141 遮光保護具 Personal eye
protectors for optical
radiations

この規格は，目に対して有害な紫外放射及び赤外放射並びに強烈な可
視光，飛散する粒子や破片が存在する場所において，職業上の危険に
対する作業者の目を保護するため，着用する遮光保護具並びに交換用
のレンズ及びアイピースの材料，設計，性能について規定する。

主な改正点は，次のとおり。
・紫外透過率の規定において，ISO規格に整合させ，従来の313㎚と365㎚の2波長での測定
から，200㎚～313㎚，313㎚～165㎚，365㎚～400㎚の3つの領域での分光透過率測定へ変
更する。
・赤外透過率の規定において，ISO規格に整合させ，従来の780㎚～2000㎚の分光透過率測
定から，780㎚～3000㎚の範囲の分光透過率測定へ変更する。
・新たにISO規格のプリズムインバランス測定試験を規定することにより，従来の左右のレン
ズ単体の屈折率の誤差から左右両眼での屈折率誤差規定も加わり眼鏡としての精度を確
保する。
・新たにISO規格の人頭を規定し，人頭を用いた各種試験に使用する。
・新たにISO規格の視野測定試験を規定し，各製品毎の視野を確保する。
・新たにISO規格のアーク溶接で使用する推奨遮光番号表を追加することで，新しい溶接技
術における遮光度番号の選定を容易にする。

ISO 4007:2018，Personal protective
equipment－Eye and face protection－
Vocabulary
ISO 16321-1:2021, Eye and face protection
for occupational use―Part 1: General
requirements
ISO 16321-2:2021, Eye and face protection
for occupational use — Part 2: Additional
requirements for protectors during welding
and related techniques
ISO 18526-1:2020, Eye and face protection
— Test methods ーPart 1: Geometrical
optical    properties
ISO 18526-2:2020, Eye and face protection
— Test methods ーPart 2: Physical optical
properties
ISO 18526-3:2020, Eye and face protection
— Test methods ーPart 3: Physical and
mechanical 　properties
ISO 18526-4:2020, Eye and face protection
— Test methods ーPart 4: Headforms
ISO 19734:2021:Eye and face protection —
Guidance on selection, use and
maintenance(MOD)

公益社団法人
日本保安用品
協会

一般財団法人
日本規格協会

17 JIS 改正 T8147 保護めがね Personal eye
protectors

この規格は，浮遊粉じん，薬液飛まつ（沫），飛来物などから作業者の目
を保護するために用いる保護めがね並びに交換用のレンズ及びアイ
ピースの材料，設計，性能について規定する。

主な改正点は，次のとおり。
・新たにISO規格のプリズムインバランス測定試験を規定することにより，従来の左右のレン
ズ単体の屈折率の誤差から左右両眼での屈折率誤差規定も加わり眼鏡としての精度を確
保する。
・新たにISO規格の人頭を規定し，人頭を用いた各種試験に使用する。
・新たにISO規格の視野測定試験を規定し，各製品毎の視野を確保する。

ISO 4007:2018，Personal protective
equipment－Eye and face protection－
Vocabulary
ISO 16321-1:2021, Eye and face protection
for occupational use―Part 1: General
requirements
ISO 18526-1:2020, Eye and face protection
— Test methods ーPart 1: Geometrical
optical  properties
ISO 18526-2:2020, Eye and face protection
— Test methods ーPart 2: Physical optical
properties
ISO 18526-3:2020, Eye and face protection
— Test methods ーPart 3: Physical and
mechanical properties
ISO 18526-4:2020, Eye and face protection
— Test methods ーPart 4: Headforms
ISO 19734:2021:Eye and face protection —
Guidance on selection, use and
maintenance
(MOD)

公益社団法人
日本保安用品
協会

一般財団法人
日本規格協会


